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主題の「福沢屋諭吉」期は次のように時期区分ができる。
（１）
Ⅲ
後
期
新
銭
座
期
明
治
二
年
十
一
月
１
回
三
田
期
同
四
年
三
月
ｌ
③
慶
応
義
塾
出
版
局
期
同
五
年
八
月
ｌ
側
慶
応
義
塾
出
版
社
期
同
七
年
一
月
’
八
年
九
月
右のⅢの始期は、「福沢屋諭吉」として書物仲間問屋組合加入
を願出たときであり、凶の終期は出版条例改正により問屋組合が
自然消滅したときである。なおその後も十五年三月一日の時事新
報創刊までの六年余は、義塾出版社と福沢の関係はつづくから、
これを「後期福沢屋諭吉期」と設定できる。
本稿は、右の期間における福沢の出版業経営の状況、規模、収
益などの実態をつか糸、明治前期出版文化史の一断面を明らかに
（２）
す
る
と
と
も
に
、
福
沢
研
究
の
従
来
願
ふ
ら
れ
な
か
っ
た
側
面
を
照
ら
し
だ
そうとするものである。
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）
『
は
じ
め
に
「福沢屋諭吉」の発展・転換過程
ｌ
明
治
前
期
出
版
文
化
史
の
一
断
面
Ｉ
二
、
前
史
ｌ
新
銭
座
に
お
け
る
自
営
出
版
業
福沢は書物仲間に加入する前から自営出版業を始めていた。そ
の時期は慶応四年四月の慶応義塾創設直後で、義塾の事業の一環
（３）
として「商売を試ふた」（福翁自伝）ことは既に別稿で触れた。同
年
九
月
こ
ろ
か
ら
以
降
は
、
福
沢
の
箸
訳
書
は
、
①
箸
訳
者
名
Ｉ
慶
応
義
塾
同社、②蔵版印ｌ慶応義塾、③巻末広告ｌ慶応義塾蔵版目録の形
態をとるものが多くなるのが特徴的である。
Ⅲ
出
版
書
目
この点では、従前の西洋事情、雷銃操法などにつづく、兵書系
列の洋兵明鑑（明二・一）や、制度・政治系列の英国議事院談
（一一・二）、清英交際始末（一一・四）とは傾向を異にする鍬窮理
図解（一・九以後）世界国尽（一一・一○）という童蒙用教科書の
系列が開発されていることが、注目に値する。
②
出
版
作
業
場
の
規
模
作業場としては、新銭座の義塾の敷地内にあった社頭福沢の住
（４）
居とその土蔵が使用されたらしい。土蔵に現金千両余で一括購入
長
尾
政
憲
七
九
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した土佐半紙百数十俵を積承こゑ、数十人の版摺職人を雇い、版
木師・製本仕立師も傘下に入れた大規模な工場制手工業で、旧同
藩士族八田小雲・松口栄蔵が監督にあたった。
側
上
方
偽
版
問
題
義塾創立、自営出版開業のころから、福沢を悩ましたのがこの
問題であった。慶応四年四月十日、官軍の江戸城入城の前日、福
（５）
沢は中外新聞第一二号に広告をのせ、「西洋旅案内」の偽版売出
し
人
の
「
名
前
住
所
」
の
報
知
を
求
め
、
「
重
版
は
寓
国
普
通
の
厳
禁
…
…
御
制
度
御
一
新
の
折
柄
、
何
卒
此
律
を
厳
正
に
」
し
て
ほ
し
い
と
厳
重
取
締りを要望している。明治元年十月には「翻訳書重版の義に付奉
（６）
願候書付」により新政府の取締官庁へ運動をし、偽版の板木没収
・賠償金賦課の罰則を主張している。右の「書付」によると、当
時偽版は西洋事情に三粒、西洋旅案内に一一種あり、別に条約十一
国記にも一種があった。
右
の
よ
う
な
偽
版
の
携
行
は
、
自
営
出
版
業
の
発
展
を
阻
害
し
、
そ
の
た
め福沢は「訳書は色々出来居候共開版売出し出来不申」と悲痛な
（７）
叫びをあげている。しかし、翌年に入ると、偽版の版木没収など、
（８）
若干成果があがって来る。それは出版取締法規の整備に関係があ
った。
三
、
出
版
条
例
と
書
物
仲
間
問
屋
組
合
加
入
Ⅲ戊辰戦争下の言論統制と出版法規
戊辰戦争による一ニースへの渇望は多くの邦字新聞の創刊を呼
んだが、中外新聞の柳河春三、江湖新聞の福地桜痴など旧幕臣の
法
政
史
学
第
二
十
六
号
論調は政府を刺戟した。そこで政府は、新著並びに翻刻書の官許
主義を（四月什八日）達し、さらに官許なき分は板木製本の没収、
刊行書林、頭取・売払人の処罰を布告（六月八日）し、厳重な検
閲制を設け、反政府新聞を根絶させた。
一般出版物については、六月二十日、学校官の草稿事前検閲制
を布告、翌二年一月二十七日、管轄府藩庁への願出、稿本提出、
納本義務、既刊蔵版書目の登録、重版禁止などを令達した。重版
に
つ
い
て
は
「
従
来
制
禁
…
…
猶
官
許
ヲ
不
受
本
文
一
宇
ノ
異
同
無
之
惟
題
（９）
号
ノ
ミ
相
換
出
版
候
老
有
之
…
…
屹
度
可
有
之
事
」
と
戒
め
た
。
福
沢
の
偽
版問題が一度前進したのも、これにもとづいている。
②
明
治
二
年
の
新
聞
紙
印
行
条
例
と
出
版
条
例
戊辰戦争の本土における終煽後、政府は新聞紙印行条例（二月
八日）と出版条例（五月十三日）を公布した。前者は開成学校と
各府県裁判所の検閲による政法↓軍事の報道統制、人罪諏告の厳
禁など明確にする一方、無害の一ニース報道を奨励するものであ
った。後者は出版改め方の所管を学校と定め、事前の出版願、出版後
の納本を義務づけ、記事内容には前者と同趣旨の「妄りに教法を
説き、人罪を証告し、政務の機密を洩し或は誹誘」する者などに
罪
を
科
す
こ
と
と
し
、
言
論
の
統
制
を
行
う
と
と
も
に
、
他
方
「
図
書
を
出
版
す
る
者
は
官
よ
り
之
を
保
護
し
て
専
売
の
利
を
収
め
し
む
」
と
出
版
権
・
著作権の保護を規定し、これに伴い重版禁止、当事者の処罰、被
害
者
救
済
の
規
定
を
設
け
た
。
重
版
は
発
行
者
・
売
捌
人
と
も
に
板
木
・
製
本の没収、著述出版人への償金にあてられる罰金などの罰則も明
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尾
諭
吉
」
の
生
成
は
、
こ
の
年
十
制のもとに行われたのである。
確となった。
そして、偽版の摘発・防止は、「三都書陣中の人を撰び、年行
司
を
置
」
い
て
業
者
問
の
自
己
統
制
に
よ
り
行
う
こ
と
に
定
め
た
。
江
戸
時
代以来の書物仲間問屋組合の組織機枇の踏襲である。
ゴ
ピ
ヲ
イ
ト
福
沢
が
前
年
来
、
企
業
防
衛
上
必
死
に
求
め
て
き
た
版
権
保
護
規
定
の
確
立は、言論統制の反面を伴いながら、ここに実現をみる。爾後、
引きつづく偽版には、この条例の規定を楯に福沢が監督官庁に迫
（、）
る事例が多くなるのである。
③
書
物
仲
間
問
屋
組
合
加
入
ｌ
「
棉
沢
屋
」
誕
生
自営出版業段階から書物仲間の段階へ、すなわち主題の「福沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
は
、
こ
の
年
十
一
月
で
あ
り
、
上
に
述
べ
た
出
版
条
例
体
（ｕ）
差上市中一札之亦
一、今般私儀仲間川原糾合加入渡世仕度率存候に付、岡田屋嘉
七殿を以御願申上候処御評議の上御承知被二成下一恭奉存候、
然る上は兼て被二仰渡一御法度の趣は不一一申及一、禁忌の書類等
決て取扱申間敷、重板・類板等紛敷品一切取扱不し仕、総て御
仲間規定堅く相守可レ中候、醐一当人身分に付、如何様の儀出
来候共、加判の者引請、早速埒明、御仲間へ少も御苦労相掛
申間敷候間、何卒御役所御帳面御書加へ被二成下一候様、宜敷
奉一一願上一侯、以上
明拾二巳年十一月
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）
芝
金
杉
川
口
町
，善兵術地借
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
福
沢
屋
諭
士
仰
神
明
町
家
持
（岡田屋）
一薪
七
冬
掛
り御
行
司
衆
巾
と加入触書の文一一口はなっており、これに，もとづき、書物屋仮組連
（胆）
名帳に新加入「福沢屋諭吉」として遜録されたのである。
四
、
後
期
新
銭
座
期
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
出
版
活
動
（二年十一月’四年三月）
この時期は、Ⅲ腋組合に加入して「福沢屋」と呼称した福沢に
と
っ
て
は
、
本
業
と
し
て
の
出
版
業
の
創
業
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
版
事
業場は、上に述べた自営出版期と同じであり、出版書目も既刊の
ものが主で、新刊は少ない。
それは、’一一年五’九月の福沢の大患と秋の中津帰省によるブラ
ンクが大きく響いているが、福沢のいま一つの生活の柱である慶
応義塾の生徒数増加、塾舎満員により増築が必要となったが財政
（皿）
難で実現できず、そのため福沢は「社中同志の人と談じ、此義塾
を拳て官有となし、義塾を本とし天下諸方へ手分け教授も可致」、
向分自身も出掛けようと決議するまでに至るという窮況に追いこ
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まれた事情を併せ考えねばなるまい。（事実、版籍奉還後の各藩が
祥
学
校
開
設
に
熱
意
を
燃
や
し
教
師
の
招
聰
を
交
渉
し
て
来
る
も
の
が
少
な
（Ｍ）
く
な
か
っ
た
Ｊ
結果的には借用による分校設置となり、汐留分校（明二・八）、
竜源寺分校（明一一一・四）広度院分校（明三・五）、江川長屋外塾
（焔）
（明三・九）などにより応急措置を講じた。福沢は東京府の依頼
に応じて西洋の警察法翻訳をして新校地借受けのコネをつけたり、
右
大
臣
岩
倉
具
視
を
訪
問
し
て
尽
力
を
懇
請
し
た
り
、
福
沢
義
塾
の
三
田
島
（畑）
原藩邸の購入・借地実現に苦心する。
いわばこの期の福沢屋諭吉は、次の一一一田期への準備期であった
と
ふ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
Ⅲ
出
版
書
目
初期福沢の著述の続編たる雷銃操法の巻之三、西洋事情の二編
がこの期の新刊書目である。前者は、題言末尾と奥附の刊記から、
二年十月脱稿↓十二月出版許可↓一一一年春ｌ夏ごろ刊行と推定され、
その奥附に、慶応義塾蔵版との承記し、既刊の巻之一・二が「和
。
○
泉
屋
善
兵
衛
発
見
」
と
し
た
の
と
異
る
の
は
、
書
騨
福
沢
屋
の
地
位
が
自
立
したのを示し、また「禁偽版」を奥附に明記したのは、巻之一・
二に偽版の噂が出たのに対応するものであった。
後
者
は
、
そ
の
巻
之
一
の
例
言
と
見
返
し
の
刊
記
か
ら
二
年
九
月
脱
稿
↓
三年十月出版許可↓刊行と推定される。これは既刊の初・外編と
（
Ⅳ
）
。
。
同じく岡田屋の発見Ⅱ売弘で、書物仲間加入のさいの保証人たる
岡田屋との関係は福沢屋自立後もなお密であったことが知れる。
②
福
沢
屋
の
販
売
形
態
法
政
史
学
第
二
十
六
号
書物仲間の一員として福沢屋諭吉の行った商取引の形態として、
直接販売における定価割引や運賃負担などのやり方をふよう。
（旧）
①柏木総蔵あての場合（明二・十一一・一一五）
「せかい国づくし、漸く一両日前製本出来申侯に付、不取敢壱
部
拝
呈
仕
候
」
と
新
刊
直
後
の
見
本
を
送
付
、
「
外
に
拾
部
売
物
と
し
て
差
出侯間宜敷御取計奉願候」と売品を一括送呈し、この直接販売は
部数増加に応じ、第１表の割引率を適用することを知らせている。
これは福沢屋の取引基準であったら
梛吻州州洲洲州帆川柵湫麺ＭⅧⅧ繍物て書簡でも同
ｊ一両
（四）
し
１
②
一
二
田
藩
知
事
九
鬼
隆
義
あ
て
の
場
く
部
づ
－
１
上
ノ
ノ
ノ
ノ
合（三年一一’四月）
国
一
価
以
ノ
ノ
ノ
ノ
騰慨一促螂Ⅷ酬川川回ＭＭＭ繍鮴卜洲溌洲洲Ⅷ
第ｒ’
１表）。なお、二月二十日の書簡で、
、
、
、
「無益の手数を省き有害の間連を防がん為め態と御直に勘定書を
奉入御覧候」とあえて藩知事あての請求書を出したとし、次の福
沢屋名義の「覚」を同封している。
一、金弐百五拾両也
せ
か
い
国
づ
く
し
弐
百
部
代
壱
部
に
付
金
壱
両
壱
分
内
金
三
拾
七
両
弐
分
定
価
壱
割
半
引
残
正
味
金
弐
百
拾
弐
両
弐
歩
也
右の通り相成申候間、代金は為替にて御遣被成下候様奉願
候
以
上
八
一
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③
偽
版
対
策
塊福九福九上方偽版への対応として、
ソ“川船〃炉朏福沢は二一年十一月、中津帰省
の途次、大阪市内の書店で偽
創
版本の現物を買い集め、京都
型
ｊ
阪
川状釦取府に右の請取書添付の上、取
》榴吊》》》卍》啼絲巫
紅
（別）
四
様
あ
り
て
方
今
も
偽
本
を
売
買
２
５
０
２
５
ｍ？皿巫廻“せり」「これも偽版一一一二様あ
表
ａ
り」……と読者に偽版書目の
２
明
第
存在を知らせ、関心を喚起し
三
田
様
御
取
次
衆
中
様
とあり、なお運送賀については、
東京Ｉ↓大阪（三田藩蔵屋敷）
大阪ｌ↓現地（三田）
と大阪までを出版元負担としている。
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）
二月廿日
福沢屋持ち
先方持ち ○
○
ｏ
福
沢
屋
諭
士
□
五、三田期「福沢屋諭吉」の出版活動
（四年三月’五年七月）
Ⅲ
慶
応
義
塾
の
三
田
移
転
明治四年三月、慶応義塾は新銭座から一一一田旧島原藩邸跡に移転
し格段の内的充実をする。既に三年前の創設時に福沢は「慶応義
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
塾之記」を起草し「彼の共立学校の制に徴ひ」同士心の結社（同
社・社中・会社）による私立学校形態を確立していたが、ここに
（犯）
改めて「社中之約束」を版行頒布し、塾朧・会計・童子・教授の
四項にわけて学校運営方針の成文化を行った。そして義塾が独立
の人格で「福沢氏の私有にあらず社中共同の有」であり、半教半。ｏ
学、「師弟の分を定めず、教る者も学ぶ者も、概してこれを社中
と唱ふ」と定義づけた。
義塾のこうした飛躍的な前進は、福沢屋諭吉の出版業経営に新
しい転期をもたらした。すなわち、一万坪以上もある敷地内の、
旧長屋を印刷工場とし、職工もここに住ませた。監督は旧同藩の
八田、松口がひきつづきこれにあたり、売捌きにも従った。
②
出
版
書
目
この期で特徴的なのは、童蒙用教科書関係の出版がより充実し
たことである。
ていた福沢が、いまや直接、偽版の発生現場に摘発を行ったもの
（皿）
として注目される。
福沢は出版条例体制下の問屋組合加入により、その版権保護規
定を最大限に活用したのである。
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①
啓
蒙
手
習
之
文
序
文
末
尾
と
見
返
し
を
照
応
さ
せ
る
と
、
明
治
四
年
三
月
脱
稿
Ｉ
四
月
刊
行
、
す
な
わ
ち
三
田
移
転
直
後
の
出
版
で
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
知
れ
る
。
編
著
０
○
０
。
。
◎
者福沢、慶応義塾が蔵版と出板、尚古堂発見（見返し）とあり、
義
塾
を
表
面
に
立
て
た
福
沢
屋
と
、
充
捌
元
と
し
て
の
尚
古
堂
と
の
出
版
・
販売の分業的関係がよくわかる。
この書は当時の初等教育の実状にてらして手習師匠に着目し、
「
い
ろ
は
四
十
七
文
字
よ
り
国
尽
を
始
と
し
、
傍
ら
西
洋
諸
書
を
翻
訳
」
し
た
通
俗
・
実
用
の
文
章
に
よ
る
習
字
手
本
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
②
窮
理
図
解
再刻（明四・六）と③世界国尽再刻（同四・一二、発売は翌年夏か）
と
の
既
刊
再
刻
本
と
あ
わ
せ
、
三
田
期
の
福
沢
屋
が
教
科
書
出
版
に
中
心
を
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
④
学
問
の
す
す
め
全
八
の
ち
に
初
細
Ｖ
（
明
五
・
二
初
版
）（鋼）
もともとこれは明治四年十一月、郷里の中津市学校が旧藩主奥
平昌迩
と
旧
藩
士
有
志
の
発
恋
と
、
棉
沢
の
勧
め
に
よ
っ
て
開
校されるに
さいし、学問の趣意を記して同郷友人に示したもので紙数十枚程
度の単独のパンフレットであった。Ⅲ藩出身の小幡篇次郎が慶応
義塾から派遣され、その初代校長になった。
この小冊子が巻頭に「福沢諭書小幡篤次郎同箸」と記し、巻末
にも連署しているのは、こうした事情を語る。「天は人の上に人
を造らず人の下に人を造らずといへり」で始まる「学問のすすめ」
は、特殊具体的に郷里の友人に寄せるアピールであり、読者も少
数が予想されていたのであった。
⑤童蒙をしへ草初編（明五・六刊）
法
政
史
学
第
二
十
六
号
刊本の序文末尾には五年壬申三月とあるが、福沢家所蔵草稿木
に
は
四
年
辛
未
四
月
と
あ
り
、
三
田
移
転
翌
月
の
脱
稿
と
知
れ
る
。
こ
れ
は
寓話・逸話・教訓を主とした童蒙用修身書で、学制頒布後の翻訳
教科書時代には、中村正直の西国立志編と並び、修身教育に広く
利用された。
③
社
会
的
背
景
明治四年七月、御親兵一万の兵力を背景に廃藩置県を断行した
政
府
は
、
啓
蒙
専
制
政
治
の
一
環
と
し
て
附
明
的
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
今
ま
で
新
政
府
を
磯
夷
論
者
、
乱
暴
者
の
集
合
と
思
い
不
信
と
疑
惑
を
感
じ
て
いた福沢は、西洋事物の紹介を主眼としたものを著訳・出版して
（皿）
き
た
。
し
か
し
「
古
今
の
一
大
盛
挙
」
を
断
行
し
え
た
明
治
政
府
は
、
今
や
福沢の教うるに足り援けるに足りる相手となったのである。
少数特定の読者に示すつもりであった「学問のすすめ」は、意
想外の広汎な読者を得た。早くも愛知県発行の「学問のさとし」
が五年五月偽版として出版されるほど世の注目を集めたのである。
こうして、少部数を想定した初版の活版印刷本は、同年六月再刻、
六年四月三刻のさいは木版和紙本に改められ、販売部数の拡大に
こたえたのである。
廃藩置県実施以後の開明政策は、言論界にも新風を吹きこんだ。
参議木戸孝允の意図から出た「新聞雑誌」（四年五月第一号）と
前後して「横浜毎日」「東京日ご「郵便報知」などの新聞が続々
、
、
、
、
出現し、ブラックの「日新真事誌」もこれに対抗し、政論新聞時
（閉）
代が現出する。
四年七月の新聞紙条例は掲載記事について規則を示したが、開
八
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六
、
慶
応
義
塾
出
版
局
期
の
出
版
活
動
（五年八月ｌ
）
Ⅲ
慶
応
義
塾
出
版
局
へ
の
発
展
以
上
の
よ
う
な
社
会
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
、
福
沢
屋
の
業
績
は
一
大
躍
進
をとげ、慶応義塾出版局と名づけられる企業体の創設となった。
事務所丼に工場は今の図書館の所にあった福沢旧宅に移り、人的
スタッフも主任朝吹英二、局員八田・松口（前出）桜井恒次郎・
萩友五郎・飯田平作・中島精一ら十数人、職工も新たに二○○人
余を雇入れ、製本所も大いに規模を拡張した。福沢の出版企業は、
義塾の教育活動を表面におし出したユニバーシティ・プレスの企
業
形
態
と
し
て
名
実
共
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
出
版
局
創
設
が
、
学
制頒布と同日であることは、きわめて象徴的である。
明主義の立場から新聞へ期待する態度が見える。出版条例は五年
正月、改正公布された。これは二年の旧条例の条文を整えたもの
で、内
容
に
大
差
は
な
い
が
、
「
成
法
ヲ
誹
議
シ
人
罪
ヲ
証
告
ス
ル事ヲ箸
スルヲ許サス（第二条）」は緩和的となり、納本も五部から三部
へと減じ、罰金規定が「事情二拠テ罰ヲ議スヘシ（第九条）」と
なった。所管は学校から文部省に移ったが、三都年行司の自己統
制規定も存置された。
福沢は五年の四’七月は関西に遊び、京都の小学校視察をした
り、中津に行き市学校を視察した。その間、五月には従来、政府
から借地していた慶応義塾の地所の払下げを受けた。
「福沢屋」は充実期から発展期に入るのである。
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）
編
沢
は
、
出
版
局
創
設
を
届
出
る
た
め
に
、
改
め
て
書
物
仲
間
問
屋
組
合
に加入した。東京都公文書館所蔵「明治五年諸願伺綴、勧業課第
（配）
三十四号」に「書物問屋行事共より三田弐丁目福沢諭告同渡世新
規加入為致願」がある。これでは「願人福沢諭吉」とあるが、な
お書物仲間として福沢屋を称していたことは、『戊辰以来新刻書
（”）
目便覧』所収、東京府下書物問屋姓名記（明治六年刊）に「三田
。
ｏ
○
一一丁目福沢福沢屋諭吉」とあるのによっても明らかである。
刊行のさいは出版局、書物問屋仲間のあいだでは福沢屋と二枚
看板が使われたのである。
②
学
制
頒
布
と
慶
応
義
塾
学制序文または「被仰出書」（大政官布告二一四号）は学制の
趣
旨
を
周
知
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
起
草
者
は
判
明
し
な
い
が
７
柵沢の「学問のすすめ」と同系統の思想であり、内容・文章も似
（肥）
ている。翌六年、欧米視察から帰国した文部少輔田中不二麻呂は
文部省顧問□口ご苞巨昌国】と共に学制実施に鋭意あたる。田中と
親交のあった福沢はこのころその帷帽にあったので、「文部省は
竹橋に在り、文部卿は三田に在り」と評され、文部行政の陰の指
（羽）
導者と目されたといわれている。
義塾出身者が地方の（とくに新設の師範学校）英学教師として
（釦）
赴任する者が多く、義塾使用の教科書を地方に普及させたが、義
塾自身も、大阪（六・二）、京都（七・二）、徳島（七・七）
と積極的に地方に分校を開設した。
これら両者は相まって、出版局の出版物の全国的普及に大きな・
力となったのである。
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側
出
版
書
目
この時期の出版物には、①文明開化政策に対応する改暦弁（六
二・一）会議弁（六年刊）、旧習批判の戯作かたわ娘、とりわ
．
（
皿
）
け学問のすすめ二編（六・一一）一一一編（六・一一一）などと、②小
学用教科書系列の童蒙をしへ草二編（五・九）素本世界国尽（五
二○）子供必用日本地図草紙（六・七）読永方・作文教科書の
文字之教（六・八）がある。
福沢屋の発行した出版物は、「学制」制定後の「小学校用フベ
キ図書」にその多くを指定された。これによりその需要は飛躍的
（犯）
に墹加するのである。
これらと傾向を異にする③帳合之法初編（六・六）は単式簿記
教科書（複式の部は七年六月刊）で、簿記学史上草分けの地位を
もつ。その本文例示中に「福沢屋ト丸屋」があり、その「凡例」
、
、
で福沢が実学により「学者も金持と為り、金持も学者と為りて、
天下の経済更に一面目を改め」る事を願っているのは、後述する
福沢の「総勘定」開始と相対応し、この書の福沢屋にとっての実
践的意義を示すものであり、この期の出版企業がいちだんと充実
したことがわかる。
側
出
版
事
業
の
規
模
・
収
益
福沢は詳細な「家計決算書」（六・一・一六付）と「総勘定」
（五’二○年）を残してい期』この総勘定によると福沢の多方面
にわたる出資状況がわかるが、ここではこれを主題に即して抜粋
すると次の表のようになる。
第３表のｂ・ｃは上に述べた出版局の製本所拡張への出資、ａ
法
政
史
学
第
二
十
六
号
第３表 Ⅲ|治６年 １月1５ 総勘定元手の部（抜粋）
6,377両一貫375文
５，２７６７４６４
２００－－
は稲沢の蔵版収益未回収分であり、企業体としての出版局に対し、
稲沢が著者兼資本家の立場にあることが知れる。
第４表は、出版局創立以来一ヵ年余を経過している時期である
が、ｄの蔵版書在庫高が二万両弱の巨額に上ること、出版局への
出演が継続され（ａ．ｂ）、さらに、後に述べる出版社への加入
出資（ｃ）が十月一日時点で記載されていることが注目される。
節５表では、ｃの蔵版代が第４表ｄに比し箸増しているが、これ
蔵版普代71.請取分
製本所元入
同断
●
●
●
ａ
ｏ
ｂ
ｃ
(元手総合計 17,960）
第４表 Uj治６年10月１１二１総勘定
１１}の部〆めて
入の部〃
45,693ilIij71T
４，５４７４
499文
698
差引（出） ４１，１４６２ 8０１
出の部（抜粋）
ａ・出版局差引貸金
ｂ、〃働社中
ｃ、〃社中出金加入
ｄ・蔵版書製本有品
売捌値段に積り
たる代金の高
八
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は「蔵版の仕立中其品十月には
》一群｜』Ⅲ←排『飛旺｛一僻》》軒冊時『｛｝、
その後の一一一ヵ月に完成品になし
幽弱肌Ｌａ＆ことが知れる。蔵版代三万三千
両を十か月賦とする約束がなさ
治一
Ｊケ束れたのは、ｂの入社金が語る
明―て
口
、
約
「
慶
応
義
塾
出
版
社
」
成
立
に
伴
う
りめ〃
伽汕脇措置と思われる。
旧｜〆
姓部部納勿雌咀輔福沢はこのころの書簡（六・
（弧）
技
パ
入
酉
に
七
・
二
○
）
で
「
出
版
局
も
随
分
盛
治一のの洲脇〃鰍胴なり……」官吏や教師が「一年
一金金引の出蔵月の所得五・六百のメクサレ金を
表
金
・
・
・
５
貸
借
差
貸
ａ
ｂ
ｃ
何
に
用
る
哉
」
出
版
局
は
「
唯
今
に
第
１１Ｉしても一年拾弐・一一一万両の商売は
いたし、随分インポルタンスな」りといい、また別の書簡（六・
（鍋）
七・二四）で「活計は読書翻訳を渡世いたし、随分家屋も出来、
富有の一事に至ては在官の大臣参議など羨むに足らず」と豪語し
ている。
まことに、「文明開化」政策、とくに「学制」施行に支援され
た出版局期は福沢屋諭吉の黄金時代であり、業績の発展・繁栄は
華
々
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）
七
、
慶
応
義
塾
出
版
社
期
の
出
版
活
動
（七年一月’八年九月）
Ⅲ
慶
応
義
塾
出
版
社
出版局は三田期以来の初等教科書や「学問のすすめ」など文明
開化期の社会情勢にマッチした好企画により規模を拡大していっ
た。そこで明治七年初頭、組織を改めて合資会社組織の「慶応義
塾出版社」とし、株券を出資者に交付した。券面にペンとソロバ
ンとハヵリの絵と「筆端能く一生を経緯す。努力以て天下を富貴
す」の短文を印刷してある。福沢の学・商一致の主張をよく表し
たものといえよう。出版社の業績は好調で、印刷用紙として毎月
千俵内外の土佐半紙を仕入れる程であった。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
活
版
印
刷
機
の
導
入
で
新
た
に
創
刊
し
た
「
民
間雑誌」（七・二以降）や、「学問のすすめ」第四’二編はこ
れで印刷した。出版収益は、売上げから諸費用を差引いたものを
著者に与え、出版社はその五％の手数料をとる方式であったが、
出版物の売れ行きがよかったため、総体として巨額に上り、少な
からぬ積立金ができた。
②
出
版
書
目
この時期の新刊としては、「帳合之法・二編」（七・六）のほか
は、右にあげた「民間雑誌」と「学問のすすめ」四’一三編（七
．｜’七・一二）一四編（八・一一一）である。
福沢は、明治七年一月元日の慶応義塾社中の会同で演説（学問
のすすめ五編として刊行）し、社中の全員が「所得の知見を文明
八七
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の事実に施」すべく、商売・法律・工業９農業さらに「著書訳術
、
、
新聞の出版、凡そ文明の事件は尺く取て我私有と為し、国民の光
、
、
、
、
、
、
を為して政府を相助け、官の力と私の力とを互に平均して一国全
（調）
体の力を増」すことの必要を力説している。七年二月の韮已簡では
、
、
、
、
、
、
、
「妓早翻訳に念は無之、当年は百事を止め、読書勉強致候積り」
、
、
、
「学問の傍に少を仕事は、小幡君と謀り民間雑誌と申一一ウスの如
きしのを毎月一両度づ上出版の積り」といい、「学問のすすめ」
七綱までの脱稿を報じて「此節は余程ポールドなることを云ふし
さし支えなし。出版免許の課長は肥田（昭作）と秋山（値太郎）
と義塾出身者であり、「大丈夫なる請人にて面白し」と州版検閲
官
と
の
コ
ネ
を
述
べ
て
い
る
。
福沢も有力会員である明六社は、この一一月に成り、三月から「朋
六雑誌」が発刊される時期であった。文明開化の風潮に乗って言
論の自由、新聞・雑誌の盛行を生んでいた。そして、六年五月の
井上・渋沢の「財政意見書」の日新真事誌への掲載、十月の征稗
論の破裂と西郷・板垣らの下野、十月十九日の「新聞紙発行条Ⅲ」
第一○Ｊ一五条による政治外交の論議批評の一切禁止、七年一月
十八日板垣前参議の民撰議院設立建白の日新真事誌への発表など
、
、
、
、
を経て、新聞はいちじるしく政論新聞の色彩を強めるようになっ
て
き
て
い
た
。
福沢はこのような時勢に対応して、義塾出版社を創立してニュ
ース性のある小型雑誌「民間雑誌」創刊にふゑきったのである。
第一号緒言で「田舎の有志の士」に呼びかけて、地力の実梢と川
題の来信を乞い「社の記者は諸方の報告を参考して、これを西洋
法
政
史
学
第
二
十
六
号
の諸書に質し、其義を意訳して」報告する形式の、読者と共に作
る
雑
誌
を
Ⅱ
ざ
し
て
い
る
。
ところが、これに対応する「学問のすすめ」の方は、初’三編
の俗語を用い読みやすい大衆啓蒙の．〈ンフレットから転じ、（七
年中は毎月一冊、ときに二Ⅲと雑誌に近い発行をしたのに）一月
刊行の四・五編から俄然難しい文字を使うようになった。それは
稲沢が「学者を相手にして論を立てしものなるゆえ」で、第四編
「学者の職分を論ず」は当時の祥学者を目標として立論したが、
端なくも明六社に属する在官の学者の総反撃を浴びるところとな
った。第六編（二月刊）の「国法の貴きを論ず」と第七編の「国
民の職分を論す」（三月刊）は、共に法治国家の国民の国法に対
する態度を論じたものであるが、第六編で私裁の不可を論じて敵
討と階殺に触れて赤煎浪士を「大なる間達」とした点や、つづく
節八編（四月刊）で「政府なるしの其分限を越て暴政を行ふ」ぱ
あに「正理を守て身を乗る」マルチルドムを最上策とし、世に
忠臣義士と讃えられる者「多くは両主政権を争ふの師に関係する
者」であり「其形は美に似」ているが、「其実は世に益すること
なし」と論じたことから、いわゆる楠公権助論と目されて、新聞
雑誌に頻々と投書が掲載せられるなど、その論調は世論を刺戟す
るところが少なくなかった。
しかし結果的には、それらは「学問のすすめ」への国民的関心
（訂）
を一局め、売れ行きを激増させ、福沢が後に「古来稀有の発見」と
自ら豪語する要因の一となったのである。
側
「
文
明
論
之
概
略
」
と
言
論
恐
怖
時
代
八八
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いわゆる楠公権助論が招いた世論の反擁に対する弁明書として、
苦心、執筆されたのが文明論之概略（緒一一一一口八年三月、出版許可四
月、同年刊）で、従来「西洋新事物の輸入と共に我国旧弊習の排
、
、
、
、
、
、
斥を目的」として来たため敵となった、儒教流の故老を味方にし
ようとの意図から「中途にて著述を廃し、暫く原書を読み、又筆
を執り」、「国の独立は目的なり、国民の文明は此目的に達するの
術」なることに結論づけたものである。稲沢自らの言う「初段は
州除破壊の主義にして、範二段は鯉憎経営の主義」とする若述意
図の一大転機がここに具現している。
ひるがえって当時の言論界をふると、民権派新聞と官権派新聞
の対立が激しく、郵便報知は旧幕臣栗本鋤雲を迎え、編沢門下生
の投稿で紙上に論陣をはり、朝野は成鳥柳北・末広鉄腸、東京曙
は古沢滋・大井憲太郎等々論客を迎え、これに対し東京日々は福
地桜痴を迎えて、たがいに民選議院論の火花を散らした。
こうした世論に対し、政府は漸進説をとり、八年四月元老院・
大審院・地方官会議を設置し、漸次立憲政体樹立の詔勅が川され
た。つづいて六月二十日、第一回地方官会議を開くと共に、新聞
紙条目（八・六・二八）と議諦律（全日）を公布し、体刑以下罰
金の厳罰を科することとし、言論恐怖時代を将来した。
こうした政治過程の中で、「文明論之概略」は執躯され、刊行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
四
出
版
条
例
の
改
正
と
「
福
沢
屋
」
の
転
換
出版条例も右のような社会状況の中で改正され、八年九Ⅱ三日
宗謹鎗読告）公布された。それは版権を「専売ノ権」（第二条）と
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）
定義し詳細な規定を罰則と共に設けた。福沢が多年戦ってきた偽
版撲滅の法的根拠はここに確立した。しかし、新聞紙条目、議誘
律の禁止条項の延用（第五条）など言論抑圧の面が強化された。
そして、文部省から内務省への検閲の所管替えにより、内務官僚
の直接の椛力支配をうけることなり、江戸時代以来つづいて来た
書物仲間問屋組合が年行司を中心としてもってきた権限は喪失す
るに至る。
こうして川屋組合の有名無実化により、福沢の書物仲間として
の地位、したがって柵冊園の登録名Ⅱ屋号も自然消滅するのである。
⑤
慶
応
義
塾
出
版
社
期
の
規
模
・
収
益
以上の時代背景の中て、とくに出版社との関係の中で福沢股諭
吉はどのような収益をあげていたのであろうか。第６．７表につ
いて考えよう。
』
又
』
』
文
出版社の時期になっても
州
旭
↑
０
７
伽伽咀細沢の勘定では出版局のま
定３１主で記されているが、その
脈ⅧⅦ
債権は弐万両以上の巨額で
鮒川棚“あり、出版社の福沢への依
総
泪
汀
を引皿型Ｌ乢存の強さが知れる。この債
川
貸
代
割
且
Ⅲ
金
刻
壱
回
一
権は九年一月ではさらに別
朏峅脇辨辨腿肺〃螂諏柵阯拡り剛脈舳川舳三Ⅲ
出
蔵
し
に
山
蔵
表
・
・
但
寛
表
・
・
，
％
減
で
減
少
傾
向
が
承
ら
れ
る
６
ａ
ｂ
７ａｂｃのは注目に値する・
第
第
八九
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第８表出版社への資本投下と蔵版利益
八、後期福沢屋諭吉期の出版活動
（八年九月’十五年三月）
Ⅲ
こ
の
期
の
福
沢
と
慶
応
義
塾
出
版
社
福沢屋の呼称は、八年九月三日の出版条例改正公布に伴い消滅
したが、福沢の慶応義塾出版社との関係は、十五年三月まで継続
した。それは、主題の福沢屋諭吉についていえば後期とゑられる
が、また十五年以降の新聞人福沢の前史Ⅱ転換過程としての性格
をもつ時期であった。まず、この期間の福沢の出版社への出資状
況と蔵版利益を「総勘定」から表にして承よう。
｜
文
町
、
卵
朋
３
３
資
本
投
下
の
欄
の
㈹
は
益
１
６
八
年
一
月
総
勘
定
（
第
６
利貫１６銭妬如狙凹皿表）に「元金賛」とあ
“｜Ⅶ両孵麺円》》》懸麺肌剛切椥一一卿←岬州吋
法
政
史
学
第
二
十
六
号
総勘定’資本投下｜蔵版利益
両貫文
Ⅳ)21,500
(ﾛ）１，２４６３９３０
６）21,500-－
の５７７０３０
(ｲ)21,500-－
W)20,650-－
６）20,650-－
明９．１．１７
1０．１．１７
１１．１．１７
１２．１．１７
１３．１．１７
１４．１．１７
１５.１．１７
固定、十二年に減少、
十四年にと０なり、回
⑪は八年の部の「同時
か
し
」
で
十
一
年
で
０
と
なる。蔵版利益は八年
一月総勘定に既に減少
が承られていたが、十
年から格段に陥没して
きた。十年頃から朝吹
を
始
め
主
要
社
員
が
他
に
転じ、その後は中島精
一が事業を担任したのも、右のような経営不振が原因とふられ、
ついに十五年三月、出版社は時事新報を発行する新聞社に変貌す
ることになり、従来の出版事業は中島に一切譲渡された。
こうして、福沢屋諭吉後期は終結し、言論人・新聞人としての
福沢が登場する。
②
福
沢
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
編沢屋諭吉の視点からこの時期を象徴する事件は、始期として
は、新聞紙条例・識諦律と表裏一体をなす言論抑圧法規としての
出版条例改正であり、終期としては十四年政変による大隈参議な
らびに、そのプレーンとしての福沢門下の追放である。この間の
政治過程は自由民権運動との対抗関係の中での藩閥政権の確立過
程であった。
上からの啓蒙政策としての文明開化政策は右の過程の中で大き
く転換し、保守思想が教学大旨（一二年）、幼学綱要（一四年）
などを典型とする儒教主義の徳育として強制されるようになる。
改正教育令（一三・一一一）、小学校教員心得（一四年）は教育に
おける自由主義から干渉主義への転換であった。小学校で使用中
の教科書中不適格なものの使用禁止が十三年八’九月ころ命じら
れ、従来全国的に多部数使用されていた福沢著述の教科用図書は
（羽）
一挙に需要を喪失し、義塾出版社の営業に甚大な打撃を与えた。
廃藩置県・秩禄処分に端を発した士族の経済基盤の激変は、九
年の金禄公債発行で、封建家禄の終止符を打たれ、在京の洋学塾（側）
（校）の生徒補給源としての士族子弟の入学は急激に減少した。
他方、教育令の改正・中学校教則大綱の制定は、私立学校の整理
九○
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を将来した。
こうした社会状況により、慶応義塾も十’十三年に経営困難と
なり、福沢の政府や政界有力者への維持資金借入運動も成らず、
教
員
半
減
、
教
員
俸
給
削
減
な
ど
の
や
む
な
ぎ
に
至
っ
た
。
結
局
は
、
慶
応
義塾維持法案（一三・一一）による醸金募集で漸く危急を切りぬ
けたが、総じてこの時期は、義塾経営の困難なときであった。
福沢にとっては東京府会議員（二・一一一’一一一・一）、つづ
いて東京学士会院会員（一二・一’一四・二）とその社会的地位
は
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
の
生
活
の
二
大
支
柱
で
あ
る
教
育経営と出版事業とは共に窮況に陥ったのである。
③
出
版
書
目
この時期の福沢の領域は、以前に比し格段に広がる。
第一の系列は、前の時期につづく家庭叢談（九・九’一○・四）
再刊民間雑誌（一○・四’二・五）、交詞雑誌（一一一一・二ｌ）
と一連の雑誌出版である。福沢は、それらへの執筆や、義塾出身
者
の
編
集
す
る
郵
便
報
知
新
聞
へ
の
投
稿
な
ど
に
よ
り
、
従
来
の
翻
訳
著
述
家から抜け出て言論人としての活動をするようになる。
この点は第二系列としての単行本の領域でも共通で、学者安心
論（九・四）から時事小言（一四・九）に至る一連の政治評論は、
直接、間接に自由民権論Ｉ国会開設論に関係している。
右と別の第三系列に民間経済録（初編一○・一一一、一一編一三・
八）通貨論（二・五）や福沢文集（一編一一・一、一一一編一一一・
八）がある。
当
時
未
刊
の
旧
藩
情
（
一
○
・
五
稿
）
や
丁
丑
公
論
二
○
・
一
○
柵
）
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
程
（
長
尾
）
九
、
む
す
び
に
代
え
て
「明治二年十一月’八年九月の期間、福沢は、書物仲間「福
沢屋諭吉」として出版企業を営糸、明治前期としては異数の好業
（蛆）
縦をあげる。その黄金時代は五年八月’六年末の慶応義塾出版局
屯鋪二系列に入れてよかろう。
ここではこれらの個々に触れる余裕はないが、福沢はとくに第
二系列を中心に、次第に官民調和による国権伸長、内安外競を説
く
よ
う
に
な
る
。
こうした過程の中で、福沢の政治的姿勢は逐次明確になる。と
くに義塾関係者有志が「知識を交換し、世務を諮詞」する目的で
（虹）
発起した「交詞社」は十二年九月以降、全国的な文書・遊説活動
で加入者を集め（十三年一月発会式）、十四年四月には私擬憲法
（蛆）
案を定めるまでに成長したのである。
凶
時
事
新
報
発
刊
へ
の
過
程
こうした中で福沢は十四年一月、大隈・伊藤・井上三参議から
政府の機関紙引き受けを依頼される。一度は断ったが、井上から
国会開設の内意をきき、喜んで協力を約束し、その準備を内々進
めた。しかしこれは、即時国会論を主張する大隅への伊藤・井上の反
撃により、大隅参議の免官、大隅のブレーンとしての三田出身者
追放を生む十四年政変が起こり、福沢の夢は水泡に帰した。
柵沢が時事新報の独力発行の決意を固めたのは、十五年一月、
それが現実となったのは三月一日であった。
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期であった。
二、その間を通じて、書物仲間としては福沢屋を呼称したが、
慶応義塾、ならびにそれを冠した出版局・出版社がそれぞれ蔵版
・出版の表面に立てられたのは特徴的である。
三、出版物としては、教科用図書が主力となったが、七年以降
は雑誌、政論への傾向が強まって来る。
四、そして八年’十五年の転換過程をたどり、ついに棡沢は時
事新報の創刊にふゑきり、一百論人となる。
なお、本稿では思想家・教育家としての福沢については触れら
れていない。その面に焦点を置いて関連的・構造的に考えること
は別の機会に識りたい。（四八・九・一五）
〆、／■、'－，
６５４
ミーノ、_ノ、､ノ
Ｔ註
、.ノ
'－，
３
～ノ
（２） 法
政
史
学
第
二
十
六
号
「
福
沢
屋
」
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
慶
応
義
塾
の
前
史
は
、
①
前
期
鉄
砲
州
時
代
（
安
政
五
・
一
○
ｌ
」
②
前
期
新
銭
座
時
代
（
文
久
一
ｌ
）
③
後
期
鉄
砲
州
時
代
（
文
久
三
ｌ
）
が
あ
る
。
会田倉吉『福沢諭吉、その人と生活』二一一一九’四二ペー
ジ
「
福
沢
屋
諭
吉
」
は
こ
の
言
葉
に
「
町
人
諭
吉
」
の
意
気
を
感
じ
て
い
る
。
な
お
資
料
的
に
は
石
河
幹
明
『
福
沢
諭
告
伝
』
が
役
だ
つ
。
本
文
中
一
々
示
さ
な
い
が
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
拙
稿
『
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
』
（
法
政
史
学
二五号）
慶
応
義
塾
百
年
史
上
三
一
八
’
九
ペ
ー
ジ
、
新
銭
座
塾
舎
平
而
図
明治文化全集Ⅳ、新聞編、三四一一一ページ
福
沢
諭
吉
全
集
（
以
下
「
全
集
」
と
略
、
巻
は
一
巻
Ⅱ
１
と
記
す
。
な
お
、
「
・
ヘ
ー
ジ
」
を
略
）
別
巻
一
一
三
（
７
）
Ⅳ
五
○
Ｉ
（犯） 〆ﾛ、'-，〆~、′~、／－，２８２６２５２４２３
、_ノ、.ノ、-ノ、-ノ、_ノ
（池）
／■、／ﾛ、
２１１８
、.／、.ノ
'－，'－，
１６１５
、='ミーノ
（、）
（９）
五
三
（
８
）
Ⅳ
六
七
’
八
この項、美士路昌一『明治大正史言論編』第五章「言論
関
係
法
規
の
沿
革
」
所
収
溢
料
に
よ
る
。
全
集
⑬
「
偽
版
関
係
文
書
」
に
詳
し
い
。
（
ｕ
）
（
、
）
四
諸
文
集
二
一
五
１
六
（
皿
）
Ⅳ
七
一
（
ｕ
）
Ⅳ
六
三
’
七
義
塾
一
日
年
史
上
三
○
四
’
二
一
全
集
７
一
七
○
（
Ⅳ
）
西
洋
事
情
巻
之
四
の
末
尾
に
禁
偽
版
、
慶
応
義
塾
蔵
版
、
岡
田
屋
嘉
七
売
弘
と
あ
る
。
全
集
皿
四
二
一
（
⑬
）
Ⅳ
九
六
Ｉ
（
卯
）
四
四
四
一
’
四
、
Ⅳ
一
一
二
’
三
次
の
三
田
期
に
入
る
と
表
紙
の
シ
マ
模
様
中
に
慶
応
義
塾
蔵
版
の
六
字
散
ら
し
書
き
白
字
抜
き
の
図
柄
を
採
用
し
た
。
義塾百年史上三一一一七’一一一七六。なお同書二七一’一一所収
「
会
計
小
史
」
に
よ
る
と
、
福
沢
よ
り
義
塾
借
入
は
二
年
’
三
千
円、一一一年Ｉ二二一○円、四年○となり、義塾会計と福沢
家
計
の
独
立
し
た
関
係
が
わ
か
る
。
嶋
通
夫
「
中
津
市
学
校
と
福
沢
諭
告
」
（
抜
刷
）
に
よ
る
福
翁
百
話
（
角
川
文
庫
）
二
六
六
西
田
長
寿
「
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
」
四
一
’
五
全
集
型
二
九
四
（
幻
）
国
会
図
書
館
所
蔵
仲
新
「
明
治
の
教
育
」
八
九
’
九
○
（
”
）
義
塾
百
年
史
上
、
四
七
六
（
釦
）
同
上
五
七
五
’
六
（
皿
）
富
田
正
文
「
福
沢
諭
吉
雑
攻
」
一
二
○
’
一
は
、
初
編
と
一
一
編
以
後
の
間
隔
約
二
年、二編以降の一’一一一四ヵ月に着目し、福沢の二編以後
成
立
に
初
編
と
相
当
の
変
更
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
内
外
の
状
況
が
福
沢
の
著
述
・
出
版
感
覚
を
刺
戟
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尾
形
裕
康
『
学
制
実
施
経
総
の
研
究
』
一
七
七
’
九
、
所
引
、
山
九
一
一
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崎
屋
清
七
板
「
小
学
教
則
書
目
録
」
（
六
年
十
月
）
で
は
、
福
沢
の
著
書
八
書
目
二
一
冊
（
定
価
合
計
二
二
五
匁
五
分
）
が
改
正
小
学
教
則
準
拠
の
教
科
書
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
詔
）
以
下
本
項
月
全
錐
虹
「
福
沢
家
金
銭
関
係
諸
記
録
」
三
、
六
’
一
三
（
弘
）
Ⅳ
一
四
九
’
一
五
一
、
中
上
川
彦
次
郎
あ
て
（
妬
）
Ⅳ
平
山
良
斎
あ
て
（
妬
）
Ⅳ
一
六
四
、
荘
田
平
五
郎
あ
て
（
師
）
「
合
本
学
問
の
勧
」
序
（
犯
）
全
集
印
二
四
八
「
掃
除
破
壊
と
建
匠
経
営
」
（
鍋
）
仲
新
、
前
掲
書
。
「
学
制
五
十
年
史
」
（
九
四
頁
）
で
は
十
三
年
六
月
、
取
調
掛
設
置
、
同
十
二
月
十
八
日
教
育
上
弊
害
あ
る
書
籍
の
教科書採用禁止を令している。「福沢全集緒言」は十四、
五
年
の
頃
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
文
部
省
著
作
の
教
科
書
が
既
に
十
分
整
備
さ
れ
て
い
た
事
怖
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
（
蛆
）
義
塾
百
年
史
上
七
二
○
’
六
に
よ
る
と
、
入
社
生
徒
数
は
三
七
七
（
明
四
）
↓
一
○
五
（
明
一
○
）
、
在
学
生
徒
数
三
一
九
（
明
四
）
↓
二
一
一
一
二
（
明
一
一
）
と
減
少
し
、
十
、
十
一
年
頃
の
苦
況
を示す。
（
虹
）
後
藤
端
「
自
由
民
権
期
の
交
訓
社
に
つ
い
て
Ⅲ
」
（
日
本
史
研
究
一三一一一号）
（
蛆
）
家
永
・
松
永
・
江
村
「
明
治
前
期
の
憲
法
構
想
」
一
六
一
’
八
二
に
は
三
種
の
交
詞
社
草
案
が
象
え
る
。
（妃）本稿は、福沢の自著に焦点をしぼってきたが、福沢は「慶
応
義
塾
蔵
版
」
の
名
目
で
小
幡
篇
次
郎
を
は
じ
め
、
他
人
の
著
書
を
あ
わ
せ
て
刊
行
し
て
来
た
。
時
期
的
に
連
続
し
て
い
な
い
不
備
の
も
の
で
あ
る
が
、
管
見
に
触
れ
た
も
の
を
数
量
的
に
表
示
す
る
。
自
営
出
版
期
か
ら
福
沢
屋
諭
吉
期
へ
の
飛
躍
の
ょ
う
す
や
、
後
期
福
沢
屋
期
に
と
く
に
顕
著
で
あ
る
が
、
総
じ
て
他
人
著
書
の
出
版
の
大
き
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
「
福
沢
屋
諭
吉
」
の
発
展
・
転
換
過
稗
（
長
尾
）
（害月数／冊数）
自著他人署
６／1１１／1
12／6６２／３
慶応義熟蔵版書日数の推移
資料名
西洋事情外篇
英国議事院談
計
７／12
14／2９
時期区分
自営１１１版期
年月
ＩＤ１．５～８
〃２．２
18／46
21／5２
14／24
15／2５
32／72
36／7７
〃３．１０以後
〃４．１２再刻後期新銭座期騨'鰯
６
３
９
〃
ん
〃
３
４
６
３
３
３
民怖一新
慶応義塾出版
社発見書|］
時２'１Ｆ小青
〃１２．８
〃１３．８～１４．９
〃１４．９
後期
福沢屋論TIr期 57／11291／195
（この項の調査ができたの
は、所蔵資料閲覧を快く許
された慶応義塾大学塾史資
料室会田倉吉氏のご好意に
よ
る
。
謹
ん
で
謝
意
を
述
べ
る。）
九
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